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2　0 1 5　年　5　月1日

日　　枝　　代　　議　　員　　各位

公益社団法人　日本歯科技工士会

会　長　　　杉　　岡　　範　　明

(公印省略)

第4回社員総会開催通知

標記の件､定款第15条により開催いたしますので､万障お繰り合わせの上､ご出庫方をお願いいたします｡

なお､当日社員総会に出席できない代議員は､定款第20条により他の代議員を代理人として議決権を行使さ

せることができます｡この場合は､同封別紙の｢委任状｣に署名､捺印の上､ 6月17日までにご返送ください｡

1.社員総会の

日　　　時

2.場　　　所

3.当　日　の

会議日程

4.同封書類

【社貞総会】

Ⅰ.議　　　案

Ⅱ.協議事項

Ⅲ.報告事項

記

2015年6月20日(土) 12:15-14:45 (予定)

歯科技工士会館
東京都新宿区市谷左内町21-5　電話　03-3267-8681

交通JR総武線,東京メトロ有楽町線･南北線,都営新宿線｢市ヶ谷｣駅下車

日技厚生会運営委員会[参考]　　10:30 - ll:00

ニチギデー一夕センタづ轍会[参考] ll:00 - ll:30

資　格　審　査　委　員

議　事

社

｢委任状｣

普

1通

負

JA
巨岳

一室∃
三言

A
■二王コ

ll:30　- ll:45

ll:30　- ll:45

12:15 - 14:45 (予定)

第1号議案　2014年度事業経過報告承認の件

第2号議案　2014年度会計収支決算報告承認の件
監事報告

(1)日枝新発展『7』プラン推進について

(2)その他

(1)時局･渉外について

(2) 2015年度事業計画･予算について

(3)歯科技工士法制定および日本歯科技工士会創立60周年地域交流記念大会について
(4) 2015年度教育研修推進事業助成金給付対象事業について

(5)献血ボランティア推進事業について

(6) ｢2015歯科技工士実態調査｣について

(7)歯科技工所開設届け出等整備推進事業について
(8)組織運営について

(9)その他

〔質問･要望事項について〕

社員総会における質問･要望事項は､印刷の都合上､地区ブロック又は地域組織毎にまとめ､文書(Eメール､

FAX可)によりご送付下さい｡

(1)形　　式: ①A4版用紙を縦長に使用し､横書き記入すること｡

②質問と要望を明確に分け､簡潔に記入すること｡

③質問･要望事項毎に提出代議員名を記入すること｡
(2)提出期限: 2015年6月9日(火) 〔厳守〕

E-mail:nichigi@info.emaH.ne.jp FAX:03-3267-8650

※社員総会議案書(資糊は6月3日頃に発送の予定です｡
※上記議案､協議事項､報告事項は2015年4月30日現在の予定です｡追加議案等がある場合は追ってお知らせします｡

以　上

※本会では5月16日から10月15　日までの臥クールビズを実施いたします｡

運
員
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2015年6月20日

第　4回社員総会会長挨拶

公益社団法人　日本歯科技工士会

会　長　　杉　岡　範　明

第4回社員総会にお集まりの皆様に､ご挨拶申し上げます｡

まず､何と言っても､ご報告しなければならないことは､前執行部から継続して取り組んでき

ました歯科技工士国家試験の全国統一化に関わる『歯科技工士法の一部改正』と歯科技工士に係

る『人事院規則の一部改正』の実現です｡改めて､ご支援いただいた全ての皆様に心から感謝と

お礼を申し上げます｡

3月21日には､この間の成果を確認し､情報の共有と意識の統一を図るため､全国実務代表者

会議を開催しました｡私は､常に目的を達成するためには戦略と手段が必要だと思っています｡

その意味でも今回の成果は､会員が求める『良好な歯科技工経済』の実現に向けて､また一歩前

進したものと確信しています｡

本年は､組織創立60周年の節目の年となります｡人に例えるならば､まさに還暦で人生を一巡

りして二度目の誕生を祝う節目でもあります｡先達の弛まぬ努力に感謝し､公益法人として国民

に歯科医療の重要性とそれを支える歯科技工士の役割と存在を､しっかりと示さなければなりま

せんoそして､今を生きる私達は､歯科技工士の明るい未来に向けた第一歩にもしなければなり

ません｡

『国民に信頼され尊敬される組織の実現』を掲げた日技新発展『7』プランは､本会の各事業

部門の施策として着実に実行する段階を迎えました｡ 2015年度は､具体的な成果を示していきま

す｡中でも､歯科技工士の諸課題解決の道筋を審議していただく『総合政策審議会』は､前半の

日程を終え､今後､答申作成に向けてより一層掘り下げた議論が行われるものと思いますo

この一年､私は､会務に取り組む姿勢として､できるだけ各地を訪ね､地域組織役員の皆様と

会員の皆様の声を直接伺う機会を求めてきました｡それは､歯科技工士のナショナルセンターと

してできることとできないことの現実はあるものの､組織の代表は､いつも声なき声に耳を傾け､

常に厳しい状況に置かれている人の立場に身を置き､行政､政治､関係団体との渉外活動に臨ま

なければならないという強い信念を抱いているからです｡改めて､背負う役割の重さと期待の大

きさを自覚し､やらなければならないことに連進していきます｡

言うまでもなく､一人の人間ができることは限られています｡だからこそ､ここにいる役員と

それを支える皆様とのチームワークで､歯科技工士の明るい未来を築いていかなければなりませ

ん｡

本日の会議が会員の負託に応える有意義なものとなるように願い挨拶といたします｡
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■デザイン

｢歯科技工士生涯研修カード｣デザイン､運用スケジュール等について

『7』プラン推進委員会
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■歯科技工士生涯研修カード

1.このカードは､歯科技工士生涯研修事業(以下､生涯研修)で使用するものです｡

2.このカードは､生涯研修の受講単位の記録用です｡研修会場に忘れずお持ちください｡

3.このカードは､他人に貸与または譲渡することはできません｡

4.退会等により会員資格を失ったときは､このカードは無効になります｡速やかに,所属地域組織にご返

却ください｡

5.このカードを紛失､または､拾得した場合は､下記までご連絡ください｡

〒162-0846　東京都新宿区市谷左内町21-5　公益社団法人　日本歯科技工士会生涯研修カード係

TEL 03-3267-8681 FAX O3･3267-8650 URL:http://www.nichigi.or.JP

発行日　2015年10月/有効期限　2020年3月

』特記事項

1.カードは､発行から5年間の有効期限制とする0

2.当初のカード製作及び会員宛て発送に関わる費

用は､日枝が負担する｡

3.紛失した場合等の再発行に関わる費用は､当事

者が負担する｡

4.バーコードリーダーは､各地域組織(都道府県

技)に1台づつ貸与する｡

5.受講履歴を個人で閲覧できるシステムを採用す

る｡

6. ｢歯科技工士生涯研修報告書｣の提出は従来ど

おり行う｡

}運用スケジュール(予定)

2015年8-9月:カード製作

9-10月:会員宛てカード発送

バーコードリーダー発送

10-11月:カード運用開始

2016年6-7月:受講履歴確認システム運用
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2015年度 事業計画

基本方針

A dTlaD Ce

201 5

歯科技工士法の一部改正が2015年4月1日から施行さ

れ､社会制度の中で歯科技工士の位置付けが､より明確

になる｡今後は､さらに組織として関与し､責任を持っ

て対応していかなければならない｡

また､日技新発展『7』プランの柱の1つである｢総

合政策審議会｣も動き出し､幅広い議論の上で歯科技工

士の未来像が描かれるであろう｡

そして､何よりも｢人会したくなる組織｣の実現を目

指して様々な事業が｢前進｣する希望の年としたい｡

1. "日技新発展『7』プラン"の推進

､目標達成をおおむね6年とする中長期総合計画の工程表に沿って策定した単年度計画の実現に努

める｡

'引き続き､計画策定の趣旨を理解していただくための啓発活動を積極的に行う｡

'『7』プランの実現に向けて､推進委員会と担当事業部門が連携して効率的に取り組む｡

■計画の有効性と有用性を常に評価し､見直しと公表を行う｡

2.公益社団法人としての円滑な会務運営

､国民の歯科医療及び口腔保健等の増進に寄与する公益事業を積極的に行う｡

`歯科技工士のナショナルセンターとして､歯科技工士の存在を広く社会にアピールし､職業イ

メージの転換を目指す｡

■ナショナルセンターを支える地域組織の合理的運営を積極的にサポートする｡

` ｢歯科技工士法制定および日本歯科技工士会創立60周年地域交流記念大会｣の遺漏なき対応に努

める｡

3.歯科技工士の環境整備に向けた取り組み
』 ｢総合政策審議会｣の議論を見守りつつ､国民歯科医療に欠かせない歯科技工士の明るい未来を

求めて､臆することなく挑戦し続ける｡
､歯科技工士教育の修業年限延長に向けて､ ｢手段｣と｢戦略｣をステップアップする｡

`取り組みの必要性と状況報告を適宜行い､環境整備の原動力として不可欠な組織拡充につなげ

る｡

なお､組織運営の要である『7』プランの基本戦略は､組織の潜在力や可能性を引き出すために｢発

展性｣､ ｢能動性｣､ ｢実現性｣の3つの視点で構築されているo会員の負託に応えバランスの取れた会

務執行に努める決意である｡
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部門別事業計画

Ⅰ.教育研修事業

歯科技工士に関する教育研修を担う部門として､以下の事業を行う｡

生涯研修事業においては､地域組織の生涯研修実行委員や､関係団体との連携のもと､会員等の

要求にこたえ､国民の口腔保健維持増進に寄与し､社会貢献が果たせる有用な生涯研修を実施す

る｡また､生涯研修修了者名簿の入力の簡素化を図る手法を構築していく｡広報誌学術欄の一層の

充実､優秀論文表彰､学術座談会の開催も引き続き行っていく｡加えて､病原微生物の基礎知識と

歯科補てつ物等製作過程における感染症対策手法を啓発することにより､国民に一層安全な歯科医

療を提供するため､感染症予防歯科技工士講習会を継続開催する｡

1.学術事業関連

(1)日本歯科技工学会ほか関係団体との連携協力

(2)日技認定講師資格認定関係事業

(3)広報誌学術欄の充実､掲載原稿の提供

(4)学術優秀論文選考､表彰

(5)学術座談会の開催

(6)地域組織､関係団体との連携及び情報提供

(7)日技ホームページ充実のための協力

2.歯科技工士生涯研修事業

(1) ｢厚生労働省後援｣の継続申請

(2)生涯研修催事に係る認定作業

(3)生涯研修制度及び研修内容等の改善

(4)生涯研修修了者名簿の入力の簡素化を図る手法の構築

3.厚生労働省委託事業｢感染症予防歯科技工士講習会｣の継続開催

4. 『7』プラン当該部門関連施策推進のための活動

Ⅱ.国際振興事業

歯科技工士の国際振興･交流事業を担う部門として､以下の事業を行う｡

1･歯科医療における国際協力事業の一環として､公益財団法人国際医療技術財団との交流のも

と､開発途上国に対し歯科技工技術･知見の伝播を図る｡

2.福岡で開催される第18回アジア･太平洋地域歯科技工士連盟協議会の遺漏なき準備と運営

3.　海外の歯科技工技術等に関する情報収集と研究分析

4.　『7』プラン当該部門関連施策推進と準備

5.　その他国際的渉外活動
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Ⅱ.広報企画事業

歯科技工に関する普及啓発事業の広報企画を担う部門として､以下の事業を行う｡

広報誌やホームページ等の媒体による情報発信を通じて､歯科技工技術知見等の普及促進､歯科

技工所の管理に関する規範等の普及啓発､労働安全衛生の推進等に努め､歯科技工士の質の確保と

向上に資する活動を行う｡

外部広報としては､口腔保健の重要性等に関する情報を社会に発信し､広く国民の健康福祉に寄

与する｡また､ 『7』プランに掲げられた具体的施策の推進を中心に情報発信の強化を図り､歯科

技工士および日本歯科技工士会の社会的認知度向上を図る｡

これらの事業を遂行するため､各媒体の内容の充実と､効果的な広報活動の研究に努める｡

また､組織の健全な発展のため､他部門や地域組織と連携し組織拡充に資する活動を行う｡

1.歯科技工に関する普及啓発活動

(1)広報誌の編集･発行(月刊､年12回)

(2)ホームページ及びブログの運営

(3)普及啓発のための広報物の企画･製作

(4)効果的な広報活動の研究

2. 『7』プラン当該部門関連施策の推進

(1)歯科技工社会pR事業｢入れ歯感謝デー市民公開講座｣の開催

(2) ｢歯科技工社会貢献活動｣企画の継続推進

(3)ロゴマーク等の有効活用による社会pRの促進

(4)歯科技工士を目指す若者を増やすための施策の研究

3.組織拡充に資する活動

(1)未入会歯科技工士や学生に対する情報発信

4.その他

(1)記者会見の運営

(2) wEB会議システム等の推進

(3)地域組織に対する情報･ツールの提供

Ⅳ.政策推進事業

歯科技工に関する普及啓発事業の政策推進を担う部門として､以下の事業を行う｡

歯科技工所運営対策事業としては､良質な歯科医療の確保のためには､より安心で安全な歯科補

でつ物等の供給が必要となる｡そのため､厚生労働省から発せられる各種通知等の周知を図り､歯

科技工士法に準じた歯科技工所の健全運営に資することを目的として､地域組織との連携を図りな

がら｢歯科技工所開設届け出等整備推進事業｣を継続推進する｡また､次期歯科診療報酬改定へ向

けた対応等も併せて推進する｡

歯科技工士労務対策事業としては､労働基準法に準じた労働環境の整備を図るべく､歯科技工所

運営対策委員会との協力体制により労働環境改善へ向けた事業を推進する｡

また､本年度は3年ごとの定期調査である｢歯科技工士実態調査｣の対象年となり､より信頼性

のあるデータ収集と発信に資する調査を実施する｡

1.歯科技工所開設届け出等整備事業の推進
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2.歯科技工経済に関する諸問題への対応

3 ･次期歯科診療報酬改定へ向けた対応及び歯科用貴金属材料の国際的価格変動に伴う材料価格随

時改定への対応

4･歯科技工所開設者､勤務歯科技工士及び学生等に対する労働関係知識の啓発並びに｢労働契約

書｣､ ｢労働条件通知書｣の普及定着等歯科技工士の労働環境改善へ向けた対応

5.地域組織との連携､協力による諸問題に関する情報収集及び的確な対応

6.広報誌､ホームページ等を活用した迅速な情報提供

7. ｢歯科技工士実態調査｣の実施､報告書の作成

8･歯科技工に係る判例収集と分析､周辺関連法令､ガイドライン等の収集周知活動及び各種調査

9. 『7』プラン当該部門関連施策推進のための調査･研究

V.法人運営事業

運営基盤の整備を基本とする法人運営を担う部門として､以下の事業を行う｡

公益事業活動を展開するため､新規会員獲得及び退会防止対策は喫緊の重要課題であり､学生や

若年未入会歯科技工士等に対する入会促進活動､地域組織の地域特性やニーズに即した組織拡充事

業を推進支援する｡そのための施策として組織拡充に資する諸事業を遂行する｡

また､会員相互扶助の理念に基づき､会員慶弔制度の給付業務等について､地域組織と連携･協

力を取りつつ､堅実な運営に努める｡加えて､適性･健全な財務運営を行うとともに､ニチギデー

タセンターと連携･協力し会費収受を円滑に実施する｡

さらには､首都直下地震等に備え､事務局機能維持のためのデータ等バックアップ体制を構築す

る｡

(法人運営)

1.社員総会はじめ理事会等各種会議や委員会､催事等の運営管理

2.ニチギデータセンターとの連携による会員管理と諸業務運営

3.公益活動の拠点となる歯科技工士会館の保守管理

4.定款及び諸規程の厳格な履行

5.無料法律相談の実施

6. 『7』プラン推進委員会等関連部門の運営管理

7. 『7』プラン当該部門関連施策推進のための調査･研究

8. 2015年度開催日技創立60周年記念地域交流記念大会の企画･準備

-49-



(財務管理､会員共済)

9.公益法人としての適性な財務管理

10.会員相互扶助の理念に基づく各種給付事業

ll. ｢日技厚生会｣との連携協力

12. ｢歯科技工士国民年金基金｣の事務運営効率化及び加入勧奨のための協力支援

(組織対策)

13.地域組織､組織拡充対策

(1)新卒者の入会促進

(2)組織拡充支援金の効果的な活用

(3)地域組織との入会促進活動､退会防止対策に関する連携体制の強化

14.組織拡充活動に資する事業の推進

(1)歯科技工士教育機関在校生等への情報提供

(2)優秀卒業学生の表彰

(3) ｢卒業者連絡先届｣の有効活用を促進させるための事業展開

(4)入会案内パンフレット等の発行

(5)他部門との連携による入会促進活動等の企画･実施

15.組織拡充に関する統計及び調査分析

(1)入退会者等統計処理及び分析

(2)年代､勤務･自営等､属性別の入会促進に資する調査分析
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歯科技工士法制定および日本歯科技工士会創立60周年

地域交流記念大会概要

2015年4月17日現在

創立60周年地域交流記念事業内容

日本歯科技工士会の創立を記念し､ 5年ごとに国内外の地域交流を通じて､歯科医療等の増進

に寄与するため､記念事業式典において歯科医療に顕著な貢献をした歯科技工士等を表彰､また

選定した学術講師によるシンポジウム及び著名な人格者による講演会を開催するとともに記念誌

等を発行し､会員をはじめ､関係団体､歯科技工士教育機関､全国図書館に広く配付する｡

入れ歯感謝デー市民公開講座の目的

高齢化の進展により､入れ歯などの高揚が高まっている｡入れ歯などは口腔機能の回復はもとより､

全身機能の回復にも貢献することが報じられている｡本会が定めた入れ歯感謝デーに実施するこの市

民公開講座は､日本の高度な歯科技工技術に感謝の意味を込めて､国民が口腔衛生の重要性を再認識

し､以って口腔保険に対する意識の増進を図ることを目的として実施する公開講座であり､地域住民

に開かれた団体として理解を得ることも期待する｡

名称 倬X怦ｵｨﾔ域ﾙd��y.�*�.h-�?ｩgｸ餽怦ｵｨﾔ域ﾘ檠�騷sc��D�&闔hﾏ�zﾈｴﾉD��X橙�

スローガン ��xﾇ�*緜�D���ｮx,ﾉj)x磯X怦ｵｨﾔ域ﾘ,ﾈﾗhﾊ8���

開催期日 �#��YD���ﾈ��y?｢�7鋳�

場所 兀�ｨﾊyY�ｨ�8�x5ﾈ8�8ｨ4��ﾉ587ｨ6X8ｸ���

参加費 俾�5JI<�¥ｨﾗX�洩9{��棹橦������冷悦鰻ⅸ���*I:�ｨ�(�*ﾒ��

記念講演 �倆#ｩwｹ�m�謦�

※市民公開講座 ���Λwｹ�zﾈ��Eﾘ*�.xﾊ�.��h*ｸ*ｨ*(,hﾉ(ﾔ��

同時期開催 ���c�亜�4�5x4���饉ﾙvﾙ&闔h餽怦ｵｨﾔ域ﾙ��k�hｶ8橙�
②2015年入れ歯感謝デー市民公開講座(市民公開講座) 

③日枝連盟評議員会(AQUA博多) 

※一般社団法人日本歯科技工学会第37回学術大会(アクロス福岡) 
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来賓予定者 ��ﾏｩ�i┼:ﾘ��
②福岡県 

③歯科関係(日本歯科医師会､日本歯科衛生士会) 

④その他 

後援 宙�佰ｩ�i┼:ﾘ��
②福岡県 

③公益社団法人日本歯科医師会 

④公益社団法人日本歯科衛生士会 

各種表彰 ��ﾏｩ�i┼:ﾙ�Y�)Uﾈ�"�
②日技功労章表彰 

③紫紺賞表彰 

④日枝会長表彰 

支援事業 �)8ﾉYr�+�+�,�,ﾈ,(,Bﾘ�89i$ｨ���鞋儻ｸ齷5ﾘ銈�ﾃ#��ｶﾘ,ﾉ{rﾚ2�

協賛企業 �8�6(6x8�487I�ikﾙ]ｸﾊ�H�檍���
ライオン株式会社 

株式会社ジーシー 

アサヒプリテック株式会社 

委託企画運営業者 ��ﾉ?ｩgｹ�i[x487�986x5H�ｸ7(5��
株式会社西鉄シティホテル 

宿泊旅券案内委託 冖ﾉ58ｬ�X5H�ｸ7(5茜H�檍��Y�ｨ迚5��
株式会社ティーアイプロジェクト 

その他 ��
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歯科技工士法制定および日技6 0周年

記念地域交流大会

大会概要

日　時　平成27年10月17日(冒)

場　所　ソラリア西鉄ホテル8F

福岡市天神2-2-43　TEL(092)752-5555

60周年記念大会

･市民公開講座　　　8F (月･雪)　13:30-15:00

･記念式典　　　　8F (月･雪)　15:30-16:30

･授　与　式　　　　8F (花)　16:45-17:45

･祝　賀　会　　　　8F (彩　雲)　18:20-20:00

【入れ歯感謝デー市民公開講座】

･演　者:養老孟司　演題｢養老流～脳から見る生きがいと健康｣

･定　員:600名(一般･会員)一般公開

･参加費:無料

･申し込み:チラシFAXによる事前申し込み､後日整理券が郵送されます｡

･申し込み先:西日本新聞イベントサービス

【記念式典】

･開会の辞～祝辞～来賓挨拶～各賞顕彰式(各賞代表) ～代表謝辞～閉会の辞

･式典終了後同会場にて授与式説明(顕彰者対象)

【授　与　式】

･顕彰者控室7 Fルミナスを準備

【祝　賀　会】

･参加人数;350名を予定しています｡予定を大きく下回る場合2次募集(動員)を

掛けることがあります

･参加費: 10,000円で顕彰者は招待､同伴者は無料です｡顕彰者あるいは同伴者で

祝賀会参加費を送金済みの方には後日精算させていただきます｡

･受　付: 13:00から祝賀会開始まで受け付けます｡

･開　場: 18: 10ですが会場設営のため開場時間が前後することがありますo

･開　始: 18:30開会までウエルカムドリンク弦楽四重奏の生演奏で迎えます｡

･申込み先:参加申し込み､参加費は地域組織(都道府県技)で集計纏めて日枝

に報告送金して下さい｡事前登録､会費も前納を原則とさせていた

だきます｡詳細につきましては｢日本歯技｣ 8月号にて案内します｡

【宿　　泊】

1)名鉄観光サービス株式会社福岡支店担当:角田恭一(カドタキョウイチ)

〒812-0011福岡市博多区駅前卜2-5　紙与博多ビル8F

TELO92-45ト8811FAXO92-432-360

2)株式会社ティーアイプロゼェクト担当:石井(女性)

福岡市中央区天神今泉卜2-20　天神プレイスウエスト棟1階

TELO921713-7133 ､ FA‡092-713-7134
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日本歯科技工士会創立60周年記念

継ぐ60年!笑顔の未来歯科技工士の貢献

地域交流記念大会

Pnq詔向
[参加者募集]

｢養老流～脳から見る生きがいと健康～｣

ようろうたけし

養老孟司氏東京大学名誉教授

平成27年

10月17日(土)
受付開始/1 3:00

開演1 3:30-1 5:00(終了予定)

ソラリア西鉄ホテル8F彩雲
福岡市中央区天神2-2143　TEL.092-752-5555

田公益社団法人日本歯科技工士会

田厚生労働省
公益社団法人日本歯科医師会

公益社団法人日本歯科衛生士会

福岡県

l荘ヨメットライフ生命保険(樵) ､ライオン(秩)
(樵)ジーシー､アサヒプリテック(樵)

西日本新聞イベントサービス　TEL.092･71 1･5491 (平日10:00-18:00)

歯科技工士法制定および日本歯科技工士会　●60周年記念式典15:30-16:30

創立60周年地域交流記念大会
●授与式16:45-1 7:45

●祝賀会1 8=00-20=00

※プログラムの時間は都合により変更する場合がございます｡



l講師プロフイ-ル　　　Iお申し込み方法

東京大学名誉教授

ようろうたけし

養老孟司氏

1 937年､神奈川県鎌倉市生まれ｡東京大学医学部卒業後､

解剖学教室に入る｡以後解剖学を専攻｡ 67年に医学博士号

を取得し､ 81年東京大学医学部教授に就任｡ 95年に東京大

学を退官し､ 98年より同大学名誉教授に｡ 85年以来一般書

を執筆し始め､89年『からだの見方』でサントリー学芸賞､

2003年『バカの壁』で毎日出版文化賞をそれぞれ受賞｡そ

のほか主な著書として『唯脳論』 ､ 『解剖学教室へようこそ』 ､

『養老訓』､ 『｢自分｣の壁』など

ソラリア西鉄ホテル8F彩雲
福岡市中央区天神212-43

TEL.092-752-5555

●地下鉄空港線｢天神駅｣出口⑥より徒歩3分

●地下鉄七隈線｢天神南駅｣出口西1 2aより徒歩4分

●JR博多駅より

○地下鉄で-地下鉄空港線｢博多駅｣から｢天神駅｣まで約5分

○辛､タクシーで約10分

●高速バスでお越しの場合

○天神バスセンター降車口からソラリアプラザ4Fへ直結｡

ソラリアプラザエスカレーターで8F(宴会場)へお越しください｡

郵便番号･住所･氏名･年齢･電話番号､日本歯科技工士会会員の

方は｢日枝会員｣と明記し､はがき､ FAX､メールのいずれかで

下記宛先へお申込みください｡

〒810-0001福岡市中央区天神1-4-1-14F

西日本新聞イベントサービス

｢入れ歯感謝デー市民公開講座｣係

下記申込用紙に記入の上､

FAXO92･731 -521 0へ送信ください｡

tugu@nishinippon･event.co.jp

平成27年9月30日(求)盛暑

西日本新聞イベントサービス

TEL.092-71 1 -5491 (平日10:00-18:00)

※応募多数の場合は抽選にて聴講券(ハガキ)を発送します｡

※ご応募の際にいただいた個人情報は本事業の連絡のみに

使用させていただきますo

※ ｢60周年記念式典｣以降は､日本歯科技工士会会員及び関係者のみの参加となっております｡

※プログラムの時間は都合により変更する場合がございます｡

10/17[土]ソラリア西鉄ホテル7F彩雲
1 3:30　　1 4:00　　1 4:30　　1 5:00　　1 5:30　　1 6:00　　1 6:30　　1 7:00　1 7:30　　1 8:00　　1 8:30　　1 9:00　　1 9:30　　20:00

氏名 疋Tﾂ�性別 □男性.□女性 僖驃��ﾜ��

住所口□DD□□□ 凾｢ずれかにdをしてください. □一般.□日技会員 

氏名 疋Tﾂ�性別 □男性.□女性 僖驃��ﾜ��

住所□□□□□□□ 凾｢ずれかにdをしてください○ □一般.□白技会員 

FAX O92･73 1 ･52 1 0 …票書芸芸芸芸器㌫霊芝Li誌妄語諾芸※応募多数の場合は抽選にて聴講券(ハガキ)を発送します｡ ※ご応募の際にいただいた個人情報は本事業の連絡のみに使用します｡


